
資料 9 騒音規制法第 2 条第 3 項の政令で定める建没作業に係る特定建設作業一覧

作 業 備 考

1 く い打機 ( もんけんを除 く 。 ) く い抜機又

は く い打 く い抜機 (圧人式 く い打 く い抜機を

除 く 。 ) を使用する作業

く い打機を ア ー ス オ ー ガー と併用す る 作業を除

く

2 び ょ う 打機を使用す る作業

3 さ く 岩機を使用す る作業 作業地点が連続的に移動する 作業に あ っ ては~

1 日 に お け る 当該作業に 係 る 2 地点間の最大距

離が 5 0 mを超えない 作業に限る

4 空気圧縮機 ( 電動機以外の原動機を用い る

も のであ っ て、 その原動機の定格出力が 1 5

瘤以上の ものに 限 る 。 ) を使用する作業

さ く 岩機の動力 と して使用す る作業を除 く

5 コ ン ク リ ー ト プ フ ン ト ( 混練機の混練容量

が 0 4 5 謹 以上の も の に限 る 。 ) 又はア ス フ

ァ ル ト プ フ ン ト (泥陳機の混練重量が 200な“

以上の も のに限る 。 ) を投げて行 う作業

モルタ ルを製造す る ため に コ ン ク グ ー ト プ フ ン

ト を没けて行う 作業を除 く
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資料 1 0 振動規制法第 2 条第 ↑ 項の政令で定める特定施設一覧

1 金属加工機械

鰭) 液圧プ レス ( 矯正プ レス を除 く )

(ロ) 機械プ レス

い) せん断機 ( 原動機の定格出力が 1 キ ロ ワ ッ ト 以上の もの に 限 る 。 )

に) 鍛 造 機

(宗) ワ イ ヤ ー フ ォ ー ミ ン グ マ シ ン ( 原動機の定格出力が 3 7 . 5 キ ロ ワ ト 以上の もの に限る )

2 圧縮機 ( 原動機の定格出力が 7 . 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の もの に 限る 。 )

3 土石用又は鉱物用の破砕機、 摩砕機、 ふ る い及び分級機 ( 原動機の定格出力が 7 . 5 キ ロ ワ ト 以上

の も の に限る 。 )

4 織機 ( 原動機を用い る もの に限る 。 )

ゆ 5 コ ン ク リ - ト ブ ロ ソ ク マ シ ン ( 原動機の定格出力の合口靜 2‐ 9 5 キ ロ ワ ソ ト 以上の ものに限るo ) 並
びに コ ン ク j ‐ ト 管製造機械及びコ ン ク リ ー ト 柱製造機械 ( 原動機の定格出力の合。勧ゞ 1 0 キ ロ ワ ソ ト

以上の もの に 限る 。 )

6 木材加工機械

“ ) ド フ ムバーガー

( ロ) チ ン パー ( 原動機の定格出力が 2 . 2 キ ロ ワ ソ ト 以上の もの に限る 。 )

7 印刷機械 ( 原動機の定格出力が 2 . 2 キ ロ ワ ッ ト 以上の もの に 限る 。 )

8 ゴ ム練用又は合成樹脂練用の ロ ール機 ( 力 レ ン タ｣ ロ ール機以外の もので原動機の定格出力が 3 0

キ ロ ワ ノ ト 以上の も の に限る )

9 合成樹脂用射出成形機

10 鋳型造型機 ( ジ ル ト 式の もの に 限る )

の資料 = 振動規制法第 2 条第 3 項の政令で定める特定建設作業一覧

1 く い打機 ( も んけん及び圧人式 く い打機を除 く。 ) ~ く い抜機 ( 油圧式 く い抜機を除 く。 ) 又は く い打

く い抜機 ( 圧人式 く い打 く い抜機を除 く。 ) を使用す る 作業

2 鋼球を使用 して建築物その他の工作物を破壊す る作業

3 舗装版破砕機を使用す る 作業 ( 作業地点が連続的に移動する 作業に あ っ ては、 1 日 に おけ る 当該作

業に 係 る 2 地点間の最大距離が 5 0 メ ー ト ルを超えない作業に限る 。 )

4 ブ レ ー カ ー ( 手持式の もの を除 く 。 ) を使用する 作業 ( 作業地点が連続的に移動する作業にあ っ ては、

1 日 に おけ る当該作業に 係る 2 地点間の最大距離が 5 0 メ ー ト ルを超えない作業に限る )
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資料 1 2 公害関係事犯検挙状況

( 昭和 5 9 年 1 月 ~ 1 2 月 )

法△涌A署別
蹴

処 理
7諸琺

砂 利

装薬費法
同月 b法

と 畜

場 法

自 然

公澱

漁 業

法 等
海岸法

｢へき獣
処 理
場 法

自然環
蹴
条 例

合 。十
前 年

同 期

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

岩 美 10 1 1 3 2 1 3 13 1 3 1 2

鳥 取 2 3 2 3

郡 家 7 7 7 7 13 1 7

智 頭 3 3 3 3 3 3

浜 村 7 8 7 8 1 0 16

倉 吉 7 8 7 8 5 6

八 橋 6 6 1 2 7 8 10 1 1

米 子 2 2 2 2 1 1

境 港 11 せI-

｢

1 1

溝 口 2 2 2 2 9 14

黒 坂 TI- ず｣
｢

1 1

合 。十 48 52 3 2 1 2 こ 52 56
/
ゾ

前年
同 期

42 47
L

･1I- 4 2 2 1 6 23 3 4 /
/

64 80

@県警防犯課調べ )

公害苦情取扱い状况
昭和 5 9 年 ( 1 ~ 1 2 月 )

＼＼＼＼＼＼＼＼＼公害種別
措 置 別 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染 騒音 振動 地盤沈下 悪臭 その他 合話
受 理 件 数 ･11 ･1I- 2 5 4 5 7 2

措置別
話 合 い あ っ せ ん

警 告 ･ 指 導 2 5
1

2 5

検 挙 3 4 3 4

他 機 関 通 報 ｣1-4 1 2

措 置 不 能 1-‘- 2 3

そ の 他

前 年 苦 情 受 理 件 数 1-I- I 9 2 7 3 7

( 県警防犯課渦べ )
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資料 1 3 昭 和 5 9 年度環境保全関係予算等 の概要

◎環 境 保 全 課
( 単位 千円 )

事 業 名 5 9 年度予算 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

清 掃 指 導 費

環 境 保 全 行 政 費

大 気 汚 染 防 止 対 策 費

水 質 汚 濁 防 止対 策 費

騒 音 防 止 対 策 費

振 動 防 止 対 策 費

悪 臭 防 止 対 策 費

地 盤 沈 下 防 止 対 策 費

海水浴場整備促進指導費

5 , 9 7 4

2 . 6 5 6

4 , 9 8 5

1 9 , 1 2 7

1 , 1 9 8

9 7 4

1 , 5 1 1

1 , 6 9 6

2 4 3

一般廃棄物処理指導費 3 , 9 8 2

産業廃棄物処理指導費 8 6 2

し尿浄化槽検査指導費 8 7 2

国体関係清掃指導費 2 5 8

審議会等開催費 8 7 2

環境保全推進費 1 , 7 8 4

ばい煙凋査費 6 1 9

環境汚染物質調査費 1 , 2 7 0

境港外港竹内地区埋立事業環境監視費 3 , 0 9 6

事業場排水濁査指導費 5 , 2 3 8

二級河川等調査費 1 , 5 4 2

水質測定。十画作成費 4 2 0

環境基準常時監視費 8 , 4 8 3

中海水質汚濁防止対策協議会運営費 4 4 0

湖沼水質総量規制検討園査費 3 3 8

湖沼浄化対策推進費 9 1 6

中海水質管理。十画推進費 1 , 7 5 0

。十 3 8 , 3 6 4
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◎自 然 保 護 課
( 単位 千円 )

事 業 名 5 9 年度予算 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

自 然環境保全審議会費

自 然 保 護 行 政 費

自 然 保 護 対 策 費

公 園 凋 査 及 び 管 理 費

公園等施設整備事業費

温 泉 審 議 会 費

温 泉 振 興 対 策 費

自然保護国想普及啓蒙事業

自然科学館管理運営費

保全地域凋査及び管理費

9 9 4

1 , 4 1 7

1 , 1 2 0

2 1 , 6 5 6

7 0 , 1 0 0

1 , 3 7 0

2 8 , 3 6 1

2 , 3 1 4

1 0 , 3 9 1

1 , 0 0 2

。十 1 3 8 , 7 2 5
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資料 1 4 市町村の公害行政機構市町村名 公害行政担当部･課名 公害対策審議会設置 公害対策協議会設置

市
市
市
市
町
町
村
町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
町
町

滓

取
子
吉
港
府
美
都
家
岡
原
東
桜
瀬
冶
頭
高
野
谷
合

郷
朝
金
条
栄
伯
碕
伯
見
本

江
山
和
山
南
野
府

口
吉

鳥
米
倉
境
国
岩
福
郡
船
河
八
若
用
佐
智
気
鹿
青
羽
柏
東
三
関
北
大
東
赤
西
会
岸

日
淀
大
名
中

日
日
江
溝

課
室
罧
果
爆
課
果
爆
課
累
罧
課
課
踝
課
果
課
課
課
課
課
果
課
課
課
祟
燥
踝
課
爆
祟
罧
室
罧
課
課
課
爆
累
課

讓
嬢
簾

錢羨
襄
橇

驫朧
圏箕喪窿

境
部

健
画

境

誉
祉
生

下
厚
福
民
町
町
住
保
民
保
福
町
民
民
福
民
総
総
町
住
町
町
町
町
保
保
町
企
企
保
環
企
企
保
町
企
町
保
保

難
路,

1
“

“
1
24

10
20
芻
勾
銘
“
,
22
1
1
1
絮

説
,

,
審
10
Q
L
Q

0
4
3

1
0
6
2
4
1
2
0
9
6
3

8
7

4
全
字
1
1
1

礎
第

雛鯰
雛
簿
蕊

鱒麩
亀伍簗

鮑解

昭和45‐7‐27
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資料 1 5 市 町村の環境関係条例制 定状況

条 例 公 布 日 施 行 日

鳥取市 自 然保護お よ び環境保全条例

米 子 市 環 境 保 全 条 例

倉 吉 市 公 害 防 止 条 例

境 港 市 公 害 防 止 条 例

岩 美 町 環 境 保 全 に 関 す る 条 例

大 栄 町 環 境 保 全 条 例

大 山 町 環 境 保 全 条 例

赤 碕 町 環 境 保 全 条 例

東 伯 町 環 境 保 全 条 例

三 朝 町 環 境 保 全 条 例

関 金 町 環 境 保 全 条 例

西 伯 町 環 境 保 全 条 例

羽 合 町 環 境 保 全 条 例

東 郷 町 環 境 保 全 条 例

昭和
4 7 . 1 0 . 1 3

4 7 . 6 . 2 8

4 8 . 9 . 1 3

4 8 . 1 2 . 2 4

6 0 . 3 . 2 2

4 8 . 1 2 . 1 4

4 8 . 7 . 2

4 9 . 4 . 1

5 4 . 1 0 . 1

5 4 . 3 . 2 7

5 3 . 3 . 2 9

4 9 . 3 . 2 3

4 9 . 9 . 3 0

4 9 . 1 0 1

昭和
4 7 . 1 0 . 1 3

4 7 . 7 . 1

4 9 . 1 . 1

4 9 . 6 . 1

6 0 . 3 . 2 2

4 9 . 1 . 1

4 8 . 7 . 2

4 9 . 4 . 1

5 4 . 1 0 . 1

5 4 . 9 . 2 6

5 3 . 3 . 2 9

4 9 . 3 . 2 3

4 9 . 9 . 3 0

4 9 . 1 0 1
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資料 1 6 市町村及び住民の公害防止協定締結状況

＼
、I
′

締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締結企業 ( 工場 ) 等

鳥 取 市

住 民

光和金属工業㈱ ′
鳥取アルマ イ ト ㈱ /

鳥取旭工業㈱ /

上原メ ソ キ工業 ノ

大洋住研ホ ー ロ ー㈱ /

㈱山陰カ フ ー総合現像所 /

㈱アサ ヒ メ ッ キ /

協同組合鳥取鉄工セ ンタ ー他8社′
鱒鳥取菓子工業セ ン タ ー他 3 社′

山根金属工業㈱ /

三洋製紙㈱ /

髯捧鬱‘礬 '
大同端子製造㈱

丸栄金属製作所ノ

鳥取県

金 属 製 品

窯 業

写 真 現 像

金 属 製 品

食 料 品 製 造

金 属 製 品

製 紙

電 気 製 品

“
機 械 製 品

工 業 試 験 場
汚 水 処 理 施 設

昭和
48 . 1 2 . 28

54 . 7 . 25

50 . 1 2 . 29

5 1 . 7 . 26

52 . 9 . 1 0

50 . 1 2 . 29

5 1 . 4 . 1

57 . 9 . 8

“
52 . 1 . 10

工業団地進出企
業と の協定

市立会人

米 子 市

住 民 米子市 /

ア ス フ ァ ル ト 合材㈱ /

清 掃 工 場 建 設

ア ス フ ァル ト フ0フ ン ト

52 . 8 . 1 9

56 . 1 0 . 20 市立会人

倉 吉 市

住 民

渇騙鱗嚢葬野
関金生コ ン㈱ /

東伯町長他 /

倉吉市農業協同組合/
打吹建設㈱

神鋼機器工業㈱

木 材 ･ 木 製 品

機 械

生 コ ン プ フ ン ト

清 掃 工 場 建 設

畜 産

ア スフ ァル ト フoフ ン ト

機 械

47 . 2 . 1 6

47 . 7 . 20

48 . 2 . 1 4

48 . 1 0 . 22

49 . 9 . 27

47 . 1 1 . 8

50 . 2 . 2 1

市立会人

境 港 市 日本石油㈱ ′ 石 油 49 . 9 . 20

福 部 村 同和建役㈱ / ア ス フ ァ ル ト プフ ン ト 46 1 0 . 27

国 府 町 寺本孝大良 く 養鶏 ン

㈲伊藤プロ イ フ ー ノ

畜 産 48 . 8 . 24

48 . 1 2 28

岩 美 町 三洋デュ フ セ ル㈱ 〆 乾 電 池 製 造 業 58 . 5 . 7
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締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締結企業 ( 工場 ) 等

郡 家 町 ㈱藤原組 /
郡家建没㈱ ノ

ア ス フ ァ ノレ ト フ0 フ ン ト
昭和
5 1 . 1 2 . 9
5 1 . 1 1 . 25

｢

河 原 町 鳥取八木電子㈱ / 電 気 製 品 製 造 48 . 1 0 . 1 9

八 東 町 昭和樹脂化工㈱

朝倉 勲 ノ

八東町農業協同組合,

化 学 製 品

畜 産

5 1 . 7 . 30

5 1 . 1 2 . 8

53 . 4 . 1 5
l

羽 合 町 倉吉魚市場㈱

鳥取県

水 産 食 料 品
天神川流域 ･ 下水道
終末処理場没置

47 . 6 . 1

5 1 . 5 . 1

旧 村 富士西産業㈱ 食 料 品 製 造 48. 10 . 1 9

三 朝 町
小椋興業㈲
鳥取県中部森林組合
中部砂利生産協同組合
田栗信稔
川本仁志

土 石
木 材 ･ 木 製 品
土 石
畜 産

57 . 8 . 20

57 . 10 . 14

58 . 5 . 2

60 . 5 . 1 5

60 . 8 . 1 3

北 条 町 山陰 自動車整備工業㈱

中部建設協同組合

三陽合繊㈱

前川菊次/

北条町農業協同組合
中部舗装㈱

北条町農業協同組合

県央自動車協業組合

車 輌 整 備

土 石

紡 績

農 産 物 処 理

フ イ ス セ ン タ ー

アス フ ァ ル ト フoフ ン ト

畜 産

車 輌 整 備

50 . 9 . 20

50 . 6 . 28

53 . 1 0 . 5

52 . 6 . 1 3

52 . 3 . 1 9

55 . 1 . 1 8

56 6 . 1 5

56 . 8 . 20 I

大 栄 町

C

住 民

㈱河 鶴

大栄町農業協同組合

耀箸裝費華簗芻組合
鳥取サ ン シ ャ イ ン セ ン タ ー

新興螺子㈲

㈲岡崎種鶏場

大栄町農業協同組合

扶桑木材㈱

大栄町農業協離距跟合墹醜: ソタ ー

食 料 品 製 造

木 材 木 製 品

畜 産

家 具

ク リ ー ー ン グ

機 械 部 品 製 造

畜 産

フ イ ス セ ン タ ー

建 材

肥 料

51 . 1 1 . 1 7

52 . 1 2 . 20

55 . 2 . 25

50 . 2 . 5

50 ‐ 4 ‐ n

55 . 5 . 30

59 . 5 . 1 1

5 2 . 1 1 . 1 1

47 . 1 . 20

56 . 1 0 . 3

57 . 12 . 1 3

5で; . 7 . 27

( 大根つけもの )

( パ ー ク 粉砕 )

町立会人

赤 碕 町 富士西産業㈱

赤碕町農業協同組合

赤碕生コ ン㈱

上野水産㈱

赤碕町農業協同組合

食 料 品 製 造

農 産 物 加 工

生 コ ン プ フ ン ト

水 産 食 料 品
フ イ ス セ ン タ ー

48. 1 0 . 28

5 1 . 1 2 1 5

49 . 1 2 27

49 . 1 . 22

53 . 1 2 . 7

県立会人
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締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締結企業 ( 工場 ) 等

東 伯 町

住 民

東伯町農業協同組合

下伊勢畜産団地組合

東伯町農業協同組合 畜 “ 産
畜 産 農産物加工

畜 “ 産

昭和
53 . 8 . 2 1
5 3 2 . 20

5 2 . 4 . 27

5 2 . 1 2 . 28

5 3 . 3 . 2

5 3 8 . 1 0

53 . 9 . 6

5 5 3 . 25

町立会人

名 和 町

住 民

山陰畜産㈱

㈲山水園

山陰畜産㈱

㈱鳥取県食肉セ ン タ ー

枝谷純拓

名和食鶏㈲ を 産
48. 1 2 . 1 4

5 1 . 5 1 0

49 . 6 . 1 0

5 7 . 7 . 30

5 0 . 1 0 . 1 1

54 . 1 0 . 24

町立会人

大 山 町 ㈱近畿北コメン 生 コ ン ブ フ ン ト 48 . 1 3 1

西 伯 町 江崎グ リ コ ㈱ 食 料 品 製 造 49 . 1 1 . 20

淀 江 町

住 民

大勇 自動車r

㈱大協組 ピ

山根 巌 ノ
山本金属工業㈱

鳥取県経済農業協同組合連合会

㈱ツ カ サ製作所

一 ュ ー キ ン グ/

米子精工㈱

山陰食鶏農業協同組合

車 輌 整 備

土 石

病 院 建 設

電 気 製 品 製 造

食 料 品 製 造

電 気 製 品 製 造

パ チ ン コ 店

機 械 加 工

畜 産

50 . 5 . 1 5

49 1 0 . 2 1

53 . 1 2 . 25

48 . 1 2 . 28

53 8 . 1 7

50 . 1 2 . 28

58 . 6 . 23

5 1 . 2 1 3

49 . 5 . 3 1

5 9 . 8 . 1 7

町立会人

会 見 町 栗村製作所/

西部製砂協同組合
機 械 器 具 製 造

土 石

49 . 5 . 1 5

56 . 6 . 29 県立会人

日 吉津村 王子製紙㈱ / パ ル プ ･ 紙 製 品 5 1 . 1 0 . 8 県立会人

日 野 町 矢崎部品㈱ 電 気 製 品 5 1 . 6 1

日 南 町

住 民

邑産業㈲ ‘

㈱日 清畜産セ ン タ ー

生山砿業㈱

日 南町

山陰食鷄農協 三吉食鶏組合

土 石

畜 産

土 石

畜 産

54 . 8 . 20

49 . 1 0 . 2

52 . 2 . 1 5

54 . 7 . 3 1

54 . 8 . 28

@
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資料 1 7 県 内 石 油製 品年度別使用量の推移

( 単位 : k l )

艇

＼＼、 製品別
＼＼【、……
度 、＼＼年度

揮発油 ナ フ サ
ジェ ッ ト

燃料油
灯 油 軽 油 A重油 B重油 C重油

燃料油
合 。十

53年度
使 用 量 218 , 1 76 8 ,9 17 6 , 187 108 922 1 45 , 258 1 35 ,923 52 ,273 1 35 , 1 38 81 0 , 794

( 櫛蹴り ( 26 .9タ扮 ( 1 . 1 %) ( 0 .8%) ( 13 .彫り ( 1 7 .9 %) ( 16 .8 %) ( 6 .4%) ( 1 6 .7 %) ( 1 00 0%)

前年伸率 7 .9 △ 翔田 △ 1 2 . 3 8 .O 1 1 .6 1 0 7 △ 9 . 1 7 .2 6 .7

54年度
使 用 量 225 ,3 1 5 3 , 587 1 3 , 729 1 1 0 , 82 1 1 62 ,26 1 1 45 , 920 49 ,00 5 1 30 , 920 84 1 ,55 8

( 機蹴り ( 26 .8ラ扮 ( 0 .4%) ( 1 .彩り ( 1 3 2%) ( 1 9 .移り ( 1 7 . 3%) ( 5 .8%) ( 1 5 .6%) ( 1 0 0 .0%)

前年伸率 3 .3 △ 59 .8 221 . 9 1 .7 1 1 . 7 7 .4 △ 6 . 3 △ 3 . 1 3 .8

55年度
使 用 量 222 ,2 29 1 ,526 1 4, 855 1 1 2 , 1 36 蟹滋, 048 1 07 ,70 3 44, 332 1 1 5 ,934 782 ,763

( 構趾ヒ ) ( 28 .4%) ( 0 .2%) ( 1 .9%) ( 1 4 .3 %) ( 21 .0 %) ( 1 3 .8 %) ( 5 . 7%) ( 14 .8%) ( 1 00 .0タリ

前年伸率 △ 1 .4 △ 57 .5 8 . 2 1 . 2 1 1 △ 26 . 2 △ 95 △ 1 1 .4 △ 70

56年度
使 用 量 226 ,084 0 1 4 1 69 1 1 1 ,883 1 6 9 , 1 24 1 1 2 ,975 3 2 ,890 1 10 ,080 77 7 ,20 5

( 櫛趾ヒ ) ( 29 .1約 ( 0%) ( 1 .8%) ( 1 4 .4%) ( 2 1 .8%) ( 1 4 .5%) ( 4 . 2%) ( 14 .2 %) ( 1 00 .0%)

前年伸率 1 .7 △ 4 6 △ 0 2 3 . 1 4 .9 △ 25 .8 △ 5 .O △ 0 7

57年度
使 用 量 225 ,2 くめ O 14, 1 85 103 ,609 1 58 ,763 1 1 7 ,9 56 2 1 ,89 1 93 689 735 , 383

( 櫛蹴り ( 30 .皺め ( 0%) ( 1 .9%) ( 1 4 . 1 %) ( 2 1 .6 %) ( 1 6 .0 %) ( 3 .0%) ( 1 2 8%) ( 1 00 0%)

前年伸率 △ 0 4 0 . 1 △ 7 .4 △ 6 . 1 4 .4 △ 33 .4 △ 14 . 9 △ 54

58年度
使 用 量 225 ,340 0 1 5 ,242 1 26 ,835 1 69 , 508 1 1 7 , 570 23 , 1 62 1 05 , 733 783 , 390

( 穢趾ヒ ) ( 28 .8妙 ( 0%) ( 1 .9 タリ ( 1 6 .2%) ( 2 1 .6%) ( 15 .0%) ( 3 .0%) ( 1 3 5 %) ( 1 00 .0%)

前年伸率 0 .O 7 .5 22 .4 6 .8 △ 0 . 3 5 .8 1 2 . 9 6 .5

59年度
使 用 量 21 1 , 10 1 O 1 5 ,798 1 1 1 ,054 1 59 , 654 1 12 , 55 1 17 , 942 109 , 660 737 , 760

( 構莵と ) ( 28 . 6%) ( 0 %) ( 2 . 1%) ( 15 . 1%) ( 2 1 .6%) ( 1 5 . 3%) ( 2 .4%) ( 14 .9%) ( 1 00 .0%)

前年伸率 △ 63 3 .6 △ 12 .4 △ 5 .8 △ 43 △ 22 . 5 3 7 △ 58

( 県 通商観光課凋べ 通産省発行の ｢エ ネ ルギー生産 需給統。十月 報｣ によ る )

資料 1 8 県 内 自 動車保有台数の推移

の 1 万台

昭和 5 3 . 3 ( 1 96 , 626台)

5 4 ‐ 3 ( 2 1 1 , 527台) 範 )

5 5 . 3 ( 2 27 ,0 2 1台 )
あるのめのめのく

5 6 . 3 ( 237 , 679台 )
　　　　　　　　　

5 7 . 3 ( 247 , 63 5台)

5 8 . 3 ( 257 ,284台)

5 9 . 3 ( 264, 624台)

6 0 . 3 ( 270 ,905台)
℃期魔県陸運事務所澗べ )

- 1 84 -
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資料 1 9 環境基準類型指定概要図

凡例叫 水 域 名 睦月剤類 型l

N
在

れ4
1
I

II
I

鼾嬰誉象増I“雌越沼 A I 日 本 海

n . ~ 臓器驚談中f芻 20区域 A I

圏幕覊髪報酬46 9中川 A ｣裔 河内川 塩馴
グ亨磑覊覇扇詞市窮回 ( 美保湾 を 除 く ) 鬮鬮覇酊亨獅可蒲生川 -

o 匹盛脳聴室回し - ! f - - 増宥転罰き
　 　 　　　　　　 　 　 　 　 　 　　 　　蛇 川 湖 山 池 全 域 46 9 1 4 湖沼 A

川 東郷池
= 佐陶 = 東 郷 池 全 域 46 9 1 4 湖沼 A 富 大路! -

、 川 川

府川 川 三徳川
- 小鴨川 加茂川 砂馴 汞 八刺 - -
器 小松谷川 日野 蚕轄特認幽艶鼈 鯏 河川 l 螢 川

法勝寺川 川
佐治川 千代川上流 ( 有富i = 46 9 1 4 川 船

脇野橋ばちを中I" 1小河川 州



資料 2 0 水 質 の経年変化 ( 昭 和 5 4 ~ 5 9 年度 )

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ぐ喀/“ )

54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 54 年 度

〔河 川 〕

(-級河川 )

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 獺

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

由 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

1 .6

0 .7

0 7

0 8

0 6

0 . 6

0 5

0 . 6

0 6

0 .5

0 8

0 .6

1 . 0

1 .8

0 . 9

0 . 7

0 . 6

1 .0

0 . 8

0 .8

0 . 5

0 9

0 . 5

0 5

1 .7

0 .8

0 . 8

0 . 7

0 . 7

0 6

0 6

0 . 6

0 .6

0 .6

0 .8

0 .6

0 . 9

0 9

0 . 7

0 .6

0 . 7

0 .8

0 7

0 .6

0 .6

0 .8

0 . 6

0 . 6

1 .5

0 9

0 9

1 .0

0 .8

0 . 7

0 . 7

0 . 8

0 8

0 .6

0 9

0 .7

1 . 2

1 .2

0 . 7

0 6

0 .6

0 9

0 6

0 5

0 6

0 .9

0 . 7

0 6

2 .O

1 .O

0 。9

0 .9

0 . 9

1 . 1

0 . 8

1 0

1 1

0 .8

1 .O

0 .9

1 . 6

19

1 . 1

0 . 8

0 .6

L4

1 .0

0 .6

0 .6

1 2

0 .8

0 . 6

1 . 5

1 . 1

1 . 1

1 . 0

0 . 9

1 1

0 .8

1 . 0

1 .0

0 8

1 . 2

0 .9

1 . 1

1 .4

0 .8

0 . 7

0 .6

0 8

0 .7

0 . 7

0 .6

0 .9

0 . 7

0 . 6

1 . 5

1 .O

、 1 . 1

0 . 9

0 8

1 . 1

0 . 8

0 . 9

0 . 9

0 7

0 . 9

1 0

1 0

1 .4

0 . 7

0 . 7

0 . 5

0 7

0 . 6

0 . 6

0 5

0 . 7

0 . 6

0 .5

0 .封)2 6

く 0 .けし1 . 2

< 0 .げ) 1 .3

< 0 .けし1 . 6

< 0 けし1 . 2

< 0 けし1 . O

< 0 Ey~〉1 . 0

< 0 .けし1 .4

< 0 .けし1 .3

< 0 .をゆ 7

< 0 .を)1 8

< 0 .を〉0 .9

< 0 けし2 4

0 .ケ6 .7

< 0 .けし1 .9

< 0 けし主6

< 0 .かゆ .9

0 を)1 .9

0 .げ)1 .6

< 0 .5~2 0

く 0 .けし0 .6

0 .けし1 .8

< 0 5~0 .9

くく O B~0 .6

隻

@

( 注 ) × / y 環境基準に不適合の 日数/総測定 日数



× / y

55 年 度 56 年 度 57 年 度 58 年 度 59年 度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度

○ (ンし2 8

0 . 5~1 . 5

< 0 . 5~1 . 1

< 0 5~1 . 5

< 0 . 5~1 .O

< 0 けし1 .4

く0 .を)1 . 1

< 0 50 9

<0 .序し1 .3

< O Eシし1 . O

<0 .を唾 .6

< ○ ･5し1 ･ 1

< 0 .5し1 . 5

0 .けし2 5

0 .けし1 .5

0 .かゆ 9

0 .けし2 .0 ･

< ○ ･5し1 ･3 べ

< 0 けし1 .3 く

< ○ モア〉1 .○ く

< 。けし1 3 く

<○ けし1 ･ 7L

･ . く

< 0 を心.9 ト

3 0 .9し2 . 3

5 0 モア)1 .8

- 0 けし1 6

; 0 .けし1 . 9

) < 0 .5し1 4

し く 。 ･けし1 ･4

< 0 .5し1 . 2

- < 0 . 5~1 .4

<○ Eシし1 ･8

<0 .与し1 .O

0 .5し15

<○ Eアし1 ･ 1

< 0 .5し2 . 2

0 けし3 . 5

< 0 .5~1 . 2

< 0 かゆ.8

< 0 .かゆ .8

< 0 .5し1 .3

< 0 .けし1 . O

<0 5し0 9 .

< 0 .かゆ .9 (

<○ ･けし1 6 く

< ○ ･けし1 ･ 1 く

< 0 .かゆ 8 (

; 1 けし3 .4

; ○ 6し2 ･ 2

5 0 .6し1 . 4

) 0 けし2 3

l < 0 .けし2 0

, < 0 けし2 . 3

; < 0 .5し1 . 5

0 けし1 . 9

< 0 けし2 .5

< 0 .けし1 4

< 0 .けし2 1

< ○ けし1 8

< 0 .けし3 . 1

1 . 1~3 8

0 7~1 .8

< 0 .けし1 . 1 ･

< 0 .けし1 .〇

0 (yし2 .8 ･

0 .けし1 . 7 く

< ○ ･ 5h、0 ･8 く

< 。 けし1 0 く

< 0 .けし2 . 1

< 0 けし1 ･6

< 0 けし1 ･ 1 く

集 。 ‐ 7~2 ‐8

2 < 0 . 5~1 .7

l < 0 . 5~2 .O

; < 0 . 5~1 .6

) < 0 .けし1 .9

; 0 . 5~1 .9

i < O Eyし1 .3

- < 0 5~1 .7

< 0 けし1 . 5

< 0 . 5~L4

0 6し2 0

<0 . 5~16

O Eyし1 .9

0 .けし4 .O

< 0 . 5~2 .○

< 0 5~1 .6

< 0 50.9

<0 けし0 .9

く0 ･けり ･9 く

< 0 5~1 ･0 (

< ○ ･ 5ん0 8 く

0 . 5~1 .3 く

0 5へ0 9 く

< 0 .5し0 8 く

3 < 0 .かJ4 .8

′ 0 7~1 7

) 0 .封)2 .0

5 0 (了) 1 .4

) < 0 を)1 .4

) < 0 .げ〉2 . 2

l < ○ けし1 1

r < 0 けし1 3

- < 0 5~1 . 7

< O Eyし1 ‐ 1

< ○ モアし1 ･ 2

< ○ けし1 6

< 0 .5し1 . 7

0 .か〉4 .8

< 0 .5~2 5

< 0 .野) 1 .6

< 0 .5し0 .6

0 .けし1 .O

< ○ Eアし 1 .○

< 0 けし0 8

< 0 .か)0 6

<0 か)1 .4

<0 .を)1 . 0

<0 .をゆ 8

4 / 1 2

0 / 1 2

2 / 1 2

2 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

2 /24

9 /30

3 / 1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/12

/1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 1 2

0 / 1 2

2 / 1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

2 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/ 1 2

0 /24

2 /30

1 / 1 2

0 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

5 / 1 2

5 / 1 2

3 / 1 2

3 / 1 2

2 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

1 /24

1 /30

1 / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/12

/12

3 /1 2

1 / 1 2

3 / 1 2

3 / 1 2

4 /1 2

4 / 1 2

2 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/12

5 /24

1 0/30

4 /1 2

1 / 12

0 / 12

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/ 1 2

2 / 1 2

0 /1 2

8 / 1 2

5 / 1 2

3 / 1 2

4 /12

3 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/ 1 2

/ 1 2

0 / 1 2

3 /30

3 /30

1 / 12

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

2 /1 2

0 /1 2

5 / 1 2

2 / 1 2

3 / 1 2

6 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

0 /1 2

4 /29

2 /30

3 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2
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水 域 名 地 点 名
B O D 又は C O D年平均値 (噂/ “ )

54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 54 年 度

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

(二級河川)

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加 勢 蛇 川

阿 弥 陀 川

佐 陀 川

(都市河川 )

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

〔湖 沼 〕

湖 山 池

東 郷 池

多 鯰 ケ 池

中 海

〔海 域 〕

美 保 湾

日 本海沿岸

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

3 地 点

7 地 点

5 地 点

5 地 点

4 地 点

3 地 点

5 地 点

8 地 点

1 1

1 . 3

0 . 8

0 8

0 .6

0 . 5

0 6

0 . 6

1 4

0 7

0 . 5

0 .8 ~1 . 2

0 6 ~1 .6

0 8 ~3 5

1 7 ~2 .8

0 8 ~2 .5

0 . 6 M0 7

0 7 ~1 . 2

1 9 ~2 .3

3 .4~5 .8

0 . 9 ~1 4

1 8 ~2 4

4 . 6 ~5 .4

4 .9 ~5 .9

2 8 ~3 . 3

2 6 ~5 . 1

1 .5 ~2 . 3

0 6 ~1 3

0 7

0 . 9

0 . 6

0 6

0 . 7

06

0 .6

0 . 6

0 .9

0 . 7

0 . 5

ー 0 . けし0 6

0 6~1 . 2

く" . 5~1 . 1

○ . 字~1 4

○ ‐ 8で) 1 8

0 . 7

0 . 8~1 , 2

1 ‐ 0~1 ･5

2 ･ 6ん1 2

0 . 8き2 3

7 . 6~1 2

4 . 5~4.9

3 , 9ん4 . 1

3 , or〉3 . 1

2 . 1~5 .9

1 . 2~2 .2

0 7~1 4

1 .3

1 . 1

10

1 . 1

0 .8

0 . 8

0 9

0 . 7

1 .2

0 . 9

0 7

0 6 ~ 0 7

0 6 ~ 1 . 2

0 6 ~ 1 .O

0 8 ~ 2 0

1 .4 ~ 2 .O

0 . 6 ~ 0 .9

0 . 6 ~ 0 .9

0 . 9 ~ 1 . 2

3 . 1 ~ 5 .5

0 8 ~ 1 6

7 . 1 ~ 1 2

4 9 ~ 5 .7

3 8 ~ 3 .9

3 . 6 ~ 3 9

2 . 7 ~ 6 . 6

1 . 2 ~ 2 .4

0 8 ~ 1 4

1 . 2

1 . 2

1 0

1 1

0 8

0 .6

0 7

0 . 7

1 4

1 . 2

0 6

0 . 7~ 0 .9

0 8~ 1 . O

0 .8~ 1 . 1

1 1~ 2 0

1 2~ 2 .O

0 .7~ 0 .8

0 . 6~ 0 .7

0 .8~ 1 . 1

3 . 2~ 5 .2

1 . 1 ~ 1 6

7 4~ 1 2

4.3~ 4.8

4 .8~ 4 .9

3 . 5~ 3 .9

2 1~ 5 . 1

0 .8~ 1 .5

0 7~ 1 0

1 .0

1 . 2

1 .O

0 . 9

0 .8

0 8

1 . 0

0 . 6

1 4

1 .O

0 5

1 . 2~ 1 3

1 . 1 ~ 1 .8

1 .0~ 2 3

10~ 1 6

12~ 2 1

0 6~ 0 .7

0 . 9~ 2 1

1 . 1~ 1 . 6

2 .8~ 5 .7

0 .8~ 1 1

6 7~ 1 5

5 .2~ 5 5

5 , 1 ~ 5 .4

32~ 3 .4

2 .0~ 4.9

0 . 9~ 1 .9

0 6~ 1 0

1 . 2

1 .2

1 0

0 .8

0 .8

0 7

0 8

0 7

1 . 2

0 9

0 6

0 9~ 1 .4

1 4~ 2 . 1

1 1~ 1 7

1 . 3~ 2 . 1

0 9~ 2 .O

‘ ) .5~ 0 6

0 .8~ 1 0

1 . 0~ 1 1

3 . 2~ 5 .O

0 . 6~ 1 1

9 3~ 2 4

5 . 6~ 7 9

4 . 6~ 4 .7

3 . 5~ 3 .9

2 3~ 4 7

1 .4~ 2 . 2

0 5~ 0 8

< 0 けし7 7

< 0 .けし4 8

< 0 .けし19

< 0 .けし2 . 1

< 0 げ◆ 7

< 0 . 5~0 .7

< 0 .封0 8

< 0 を".9

< 0 .けし2 8

< ○ けし1 3

< 0 .かゆ 7

< 0 .けし1 . 7

< 0 けし2 .5

< 0 けし5 9

0 を)4 7

< ○ けし5 0

< 0 げ0 9

< 0 を易 0

0 .9し5 3

1 けし 1 2

< 0 .5し2 9

5 .7~5 6

2 . 5~1 0

2 2~1 7

2 3)4 . 1

1 . 6~8.7

0 けし4 . 7

< 0 5~2 0

( 汪 ) × / y 環境基準に不適合の 日数/総測定 日数
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B O D又は C O D最小値~最大値 (昭 / “ ) × / y

55 年 度 56 年 度 57 年 度 58 年 度 59 年 度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度

I<0 . 5~1 . 1

< 0 .けし2 6

<0 .をゆ 9

< 0 50.8

<0 モア)1 . 2

< 0 をC 8

<0 をゆ 8

< 0 をゆ 7

0 けし1 ･ 3

< 0 .けし1 .2

<0 かゆ 6

< 0 5~0 8

< 0 . 5~1 5

< 0 5~2 . 1

<0 5~2 5

0 6~3 6

<0 .5~1 1

0 6~1 .8

0 8~1 6

0 9~2 2

< 0 5~6 4

4 乏し〉2 8

2 .6~1 1

1 .6〉6 3

2 .3~3 9

1 . 1~1 1

< 0 5~3 4

< 0 5~1 .9

0 6し3 ･2

0 . げ)3 1

< 0 序し3 2

< 0 .けし3 3

0 庁) 1 3

0 けし1 1

○ (ケし1 ･ 1

< 0 .けし1 5

0 7~3 4

< 0 けし2 .5

< ○ を)1 ･ 1

<< ○ 5~1 . ○

< 0 5~1 .8

< 0 5~1 9

< 0 . 5~2 .9

0 8~3 5

0 5~1 .3

< 0 5~1 . 3

0 6~1 .7

1 2~2 5

0 . 5~5 9

3 . 1~4 6

2 .7~1 2

2 4~7 .6

2 . 9~4 8

1 3~2 6

0 . 5~3 6

0 6~1 8

0 6~2 8

<0 . 5~2 4

0 けし2 .4

0 .けし2 1

O Eアし1 ･ 1

< 0 5~1 .O

< O Eγし1 . 2

< 0 .けし 1 . 1

< 0 けし2 6

<0 . けし2 . 2

< 0 .5し0 .8

< 0 けし1 2

< ○ けし1 ･ 2

0 ㈹ 9

0 .6し3 . 7

0 .6し3 .7

< 0 5~1 . 5

< 0 5~0 8

0 .けし1 5

0 . 7~1 0

<0 か)5 5

3 1~3 3

2 7~8 .2

3 0~6 ･4

3 0~5 .O

1 0~7 6

< 0 5~2 6

0 5~1 . 5

<0 けし1 . 5

< 0 . 5~2 7

<0 . 5~1 .8

0 けし1 9

< 0 .か)1 .O

< 0 .を) 1 2

< 0 けし3 2

< 0 .けし1 . O

0 . 7~1 .9

0 . 5~1 .9

< 0 . 5(0 6

0 . 7~1 8

0 . 7~2 7

<0 . 5~7 .O

< 0 けし3 0

1 1~3 . 1

< O Eγし1 4

<0 ける .6

0 .6し3 .4

0 げ毬 .2

< 0 5~2 1

2 8~100

2 . 2~9 .8

2 鰡 2

2 9~3 7

0 9~1 0

< 0 5~2 9

0 5~1 .2

0 7~1 . 6

0 .けし3 1

< 0 けし2 . 7

< O Eyし1 . 3

< ○ Eyし1 ･ 5

< 0 けし1 . 2

0 .5し1 4

< 0 .けし1 . 1

0 .けし1 8

< O Eγし 1 . 5

< 0 けし1 1

0 5~2 7

0 6し4 ･2

< 0 . 5~3 5

< 0 .けし3 1

<0 5~3 7

<0 5~1 .O

< 0 5~1 .4

0 けし1 6

0 .7~1 3

O Eyし3 2

2 5~6 7

2 ･8~3 4

2 . 1~7 .6

2 .8~5 4

1 . 2~8 7

< 0 .5~3 .8

< 0 . 5~1 .4

2/ 24

4/ 30

2/ 1 2

1/ 1 2

0/ 1 2

0/ 1 2

0/ 1 2

0/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/102

/60

/60

4 1/48

37/48

/ 12

58/96

23/96

0/24

0/24

1/ 30

0/ 1 2

0/ 12

1/ 1 2

0/ 1 2

0/ 1 2

0/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 02

/60

/60

39/48

32/48

/ 1 2

53/94

9/96

0/2 1

3/24

4/ 30

3/ 12

4/ 1 2

2/ 12

3/ 1 2

3/ 1 2

1/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/1 1 4

/ 60

/60

40/48

32/48

/ 1 2

47/96

1 5/96

0/2 1

2/23

2/29

4/ 1 1

5/ 1 1

1/ 1 2

0/ 1 2

1/ 1 2

1/ 1 2

/u

/ 1 1

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 02

/60

/60

43/48

46/48

/ 1 2

43/96

23/ 96

0/24

0/ 12

1/ 30

1 2/30

3/ 12

0/ 1 2

1/ 1 2

2/ 1 2

0/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 12

/1 02

/60

/60

40/48

40/48

/ 12

46/96

3/96

0/24

0 / 1 2

2 / 30

1 0 /30

2 / 1 2

3 / 1 2

2 / 1 2

3 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 4

/60

/60

47 /48

44 /48

/ 1 2

44 /96

1 7 /96

0 /24
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昭和 5 9 年度水質測定結果総括表 ( 生活環境項 目 )

( 汪 ) × / y 環境基隼に不適合の 日数/総測定 日数

中海の C O D に ついては農林水産省中海干拓事務所調査分はアルカ リ 法であ る ため 。十上 し

ていな い 。

水 域 名 類型 N

p H D 0 (贈/ “ )

x / y % m m類a X x / y % m l n ~ma X

河川
千 代 川

天 神 川

日 野 川 船A飴A船A にソリムQUリムRUリム
1 / 60

0 / 24

0 / 54

0 / 42

0 / 90

0 / 42 ワr̂UOハUAUハU
JL 6 .4 () 7 . 7

6 .6 () 8 .3

7 . 0 () 7 .6

7 0 () 7 5

6 7 ~ 8 .O

7 . 0 () 8 . 5

4 / 60

5 / 24

0 / 54

3 / 42

0 / 90

5 / 42

6 .7

2 0 8

O

7 . 1

0

1 1 .9

6 9 () 1 4

6 5 () 1 2

7 . 9 () 1 3

6 6 ^) 1 2

7 8 () 1 3

6 2 ^) 1 3

湖沼
湖 山 池

東 郷 池

中 海 AAA 441 2
1 6/ 48

24/ 48

32/192

3 3 . 3

5 0 . O

1 6 . 7

7 2 ^) 9 4

7 1 (〉 9 .O

7 . 7 (〉 9 . 5

3 / 48

10 / 48

1 00レ/1 92

6 . 3

2 0 .8

5 2 . 1

6 8 () 1 3

5 .0 () 1 2

2 4 () 1 4

海域
美 保 湾

日 本 海 ABA 71第
21 / 84

3 / 1 2

0 / 78

2 5 .O

2 5 .O

0

8 . 1 ^) 8 5

8 2 (〉 8 . 5

8 . 1 () 8 . 3

38/ 84

0 / 1 2

0 / 24

4 52

O

O

5 .7 ~ 9 7

5 .4 () 9 .2

7 .6 ^) 7 . 9

。十

河 川

湖 沼

海 域 船AAAB バナハbn=Vnd1ユー上り6つ"
1 /204

0 /1 08

72/288

2 1 /162

3 / 1 2

0 . 5

0

2 5 .O

1 3 .O

2 5 0

6 4 () 8 0

6 6 ^) 8 . 5

7 . 1 () 9 . 5

8 . 1 (〉 8 .5

8 . 2 ~ 8 . 5

4 /204

1 3/108

1 1 3/288

38/108

0 / 12

2 . O

1 2 . O

3 9 . 2

3 5 .2

0

6 9 () 1 4

6 . 2 () 1 3

2 4 ~ 1 4

5 .7 () 9 . 7

5 4 ^〉 9 . 2

合 。す 74 97/774 1 2 . 5 1 68/720 2 3 .3
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@

B O D 又は C O D (噂/ “ ) S S 又は油分 (嗜/ “ ) 大腸菌群数 (M P N / 1 00 勿の

x / y % m 上 n ~ma x x / y % m 1 n ~ma X x / y % m 1 n ~ma ×

( B O D )

1 7/ 60

2 / 24

5 / 54

4 / 41

2 1 / 90

2 / 42

2 8 . 3

8 . 3

9 . 3

9 .8

2 3 3

4 8

< 0 5 ~ 2 2

< 0 .5 ~ 4 .8

< 0 5 ~ 2 .5

< 0 .5 ~ 4 8

< 0 .5 ~ 27

0 5 ~ 3 . 1

“篭る
0 / 24

0 / 54

2 / 42

1 / 89

0 / 41 nv̂Un=Uno14n〉4生14

< 1 ~ 9

< 1 ′し 1 9

< 1 ′~ 1 5

1 ~ 6 4

< 1 ~ 2 6

1 ~ 2 0

60/ 60

24/ 24

54/ 54

42/ 42

88/ 90

37/ 42

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

9 7 . 8

8 8 . 1

7 ‐ o x l o ~ 2 ,o× 1 (ゞ

1 ･ 1 × 1が~ 2 .4× 1ぴ

4 ･9 × 1ず~ 1 .3× 1 ぴ

2 ･8 × 1ず~ 24× 1ぴ

4 5 × 1 0 () 1 .4x 1 04

3 ･ 3 ×1ず~ L6× 1 ぴ

( C O D )
47 / 48

44/ 48

44/ 96

9 7 . 9

9 1 7

4 5 8

2 8 () 3 4

2 1 () 7 . 6

1 . 2 () 8 . 7

( S S )
40/ 48

38/ 48

1 23レ/1 92

8 3 . 3

7 9 . 2

6 4 . 1

2 ~ 7 1

3 () 2 2

2 () 4 1

1 4/ 48

1 6/ 48

2 1 /1 1 9

2 9 . 2

6 6 7

1 1 9

3 0 × 1 0 ~ 9 8× 1 が

1 ･ 2 × 1 ず~ 82× 1 ぴ

< 1 ‐8 ~ 2 4× 1ぴ

( C O D )
1 7 / 84

0 / 1 2

0 / 78

2 0 2

0

0

< 0 . 5 ~ 3 8

0 .7 ~ 3 0

< 0 5 ~ 1 9

(油分)
0 / 84

0 / 1 2

0 / 78 nVnVハU
ND

ND

ND

13/ 84

- / 1 2

1 / 24

1 5 5

4 2

< 1 . 8 ~ 12× 1ぴ

4 8 ~ 81 × 1 ぴ

< 1 .8 ~ 1 .7× 1 ぴ

43/204

8 /107

1 35レ/1 92

1 7 /162

0 / 1 2

2 1 . 1

7 .5

7 0 . 3

1 0 . 5

0

< 0 5 () 2 .7

< 0 5 () 4 8

1 2 ^) 3 4

< 0 .5 () 3 .8

0 7 () 3 0

1 /203

2 /1 07

20 1/288

0 /1 62

0 / 1 2

0 5

1 . 9

6 9 . 8

0

O

< 1 ~ 2 6

< 1 ~ 6 4

2 ~ 7 1

ND

ND

202/204

1 03レ/1 08

5 1 /2 1 5

1 4/1 08

- / 1 2

9 9 0

9 5 .4

2 3 7

1 3 0

4 . 5 × 1 0 ~ L3× 1 ぴ

3 ･ 3 × 1 02~ 24× 1ぴ

< 18 ~ 24×が

< 1 .8 ~ 1 , 2x 1 04

4 .8 ~ 8 1x 1 0終

203/677 3 0 3 204/772 2 6 4 370M635 5 8 . 3
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資料 2 1 鳥 取市内各水準点沈下量の経年変化

水 準 点 番 号
029

1 1 9

009

209
‘ 1 )

029

1 18
1 067 ( 3 ) 1鎖粥 ( 2 ) ( 4 )

所 在 地 田園町三丁目 松並町二丁目 寿町 西町五丁目 本町一丁目 行徳 新品治 方温泉一丁目 幸町
昭和50 ･ 5 1年度の沈下量

( S 4 9 . 6 ~ 5 1 . 6 )

7 .63

(3 . 82)
3 . 78

( 1 .89)
4 .02

( 2 .0 1 )
3 .43

( 1 .72 )
3 .4 1

( 1 .7 1 )
2 .85

( 1 .43)
1 .58

( 0 .79)
1 . 82

( 0 . 9 1 )
0 . 7 1

(0 . 36)

昭和 5 2 年度の沈下量

( S 5 1 . 6 ~ 5 2 . 7 )

4 .2 2

( 3 90 )
2 .22

( 2 .0 5)
2 . 25

(2 . 0 8)
1 .鵺

( 1 .6 5)
1 .卸

( 1 .66)
1 .55

( 1 .43)
1 .03

( 0 .95)
0 . 95

( 0 .88)
0 . 67

( 0 . 62)

昭和 5 3 年度の沈下量

( S 5 2 . 7 ~ 5 3 . 7 )
3 . 55 2 .04 2 .0 2 1 .99 1 .5 5 0 . 99 0 .83 0 . 58 0 .43

昭和 5 4 年度の沈下量

( s 5 3 . 7 ~ 5 4 . 7 )
3 .66 2 .37 1 .64 1 .2 9 1 .00 0 .78 0 .49 0 .67

昭和 5 5 年度の沈下量

( S 5 4 . 7 ~ 5 5 . 7 )
3 .卸 1 . 1 3 1 .09 1 .20 0 .62 0 .48 0 . 25 0 . 1 5

昭和 5 6 年度の沈下量

( S 5 5 . 7 ~ 5 6 . 7 )
2 . 6 1 1 . 43 1 .28 1 .26 0 .89 0 . 81 0 . 5 1 0 . 3 1

S 53 .71
き56 7i

0 .5 1

(0 . 1 7 )

昭和 5 7 年度の沈下量

( S 5 6 . 7 ~ 5 7 . 7 )
2 .2 5 0 .55 0 .% 0 .49 0 .46 0 .22 0 . 94 0 . 1 4 + 0 .04

昭和 5 8 年度の沈下量

( s 5 7 . 7 ~ 5 8 . 7 )
1 . 1 6 1 .03 0 .55 0 .35 0 .33 0 .46 0 . 1 2 0 . 1 9 0 .33

昭和 5 9 年度の沈下量

( S 5 8 . 7 ~ 5 9 . 7 )
1 . 02 0 59 0 52 0 .44 0 . 2 1 0 23 0 24 0 . 09 0 . 04

。十

鰐 繋梺 箋〕 29 .90 15 . 14 14 .33 12 .24 10 . 27 8 .37 5 .99 4.90 2 .65

(注) 1 ) 沈下量の ( ) は 1 年間の沈下量に換算 した も の 。

2 ) 一は測定 し なか っ た も の 。 3 ) 沈下量の 十 は隆起 し た も の。
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( 単位 : cの

029

1 1 6
1 1 2 1 1066 ( 5 )

0 53

1 33
｢建｣

029

1 1 7
( 7 ) { 8 )

009

2 10
( 9 ) (10)

吉方温泉四丁目 立川町四丁目 吉成 安 今町二丁目 田園町四丁目 庖丁人町 秋里 江津 安長 秋里 秋里
0 .82

( 041 )
0 . 5 1

@) .26)
0 .43

( 0 .22 )
0 . 64

( 0 . 32)
0 .41

@) . 2 1 )///////
0.46

(0 42)
0 .46

( 0 .42)
0 .48

(0 . 44)
0 . 43

( 0 .40)
0 .47

(0 .僻)///// 7
0.13 0 30 0 . 3 3 0 .45 0 .32 〔 装置〕//////

( 亡失 ) 8.47 醐/////
〔融 5.38 0 .42 〔鑓〕 〔装置} 醐 〔寵〕 {離

/s 53 .n
き56 .“

0 . 68

( 0 .23)

S 53 .7｢
~56 . 7j

0 .76

(0 . 2 5)

′ s 53 .n
、~56 .刀

0 .7 1

( 0 . 24)

S 5 3 .71
、~56 .7j

0 . 38

(0 . 1 3)

0 . 22 4 .45 0 .45 4 .3 6 3 .84 2 .42 1 .74 1 .46

0 . 22 0.03 0 .0 5 0 .0 1 + 0 . 1 3 2 .73 0 . 26 2 . 90 2 .5 7 1 .62 0 . 70 0 .77

0 .09 十 0 . 1 3 0 . 29 0 .22 0 . 1 6 2 . 28 0 . 1 6 2 . 56 2 .37 1 .36 0 . 68 1 . 1 8

十 0 .02 0 . 02 0 .07 0 . 0 1 0 . 04 2 20 0 . 09 2 . 37 2 . 1 9 1 . 26 0 . 92 1 . 1 0

2 .38 1 . 95 2 .36 2 . 14
増勢8‘
袋躬

0. 29

競り
25 .51

S 54 .7

、~59 .7‘
1 . 38

〔丸g登り
12 . 1 9

′ s 55 .71
で)59 . 7J

10 . 97

′ s 55 .7
、~59 . 7‘

6 . 66

′ S 55 .7
ミ~59 .7 “

4 .04

′ s 55 .7
、~59 .7.

4 .5 1
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資料 2 2 公害関係用 語の解説

【大 気 】

硫黄酸化物 (Sox )

石油、 石炭その他硫黄分を含んだ燃料が燃えて生ずる 汚染物質で、 主に二酸化硫黄 ( s02 ) と若干

の三酸化硫黄 ( S03 ) であ り 、 大気汚染の主役の一つであ る 。

一酸化炭素 にの

燃料などが不完全燃焼す る際に発生する大気汚染物質で主な発生源は 自動車と いわれ る 。 一酸化炭

素が体内 に吸入さ れ る と 、 血液中ヘモ グ ロ ビ ン と 結合 して酸素の補給を妨げ、 貧血を起こ し た り 、 中

枢神経をま ひ させた り す る 。

K 値 規 制

施設こ と “こ 煙突の高きこ応 じ た硫黄酸化物許容排出量を求め る際に使用 さ れる大気汚柴防止法で丸;
め られた定数であ る 。 K値は地域ご と に定め られて お り ~ 施設が集合 して設置さ れてい る地域ほ ど規

制が厳 し く 、 そ の値 も小さ い 。

光化学オ キ シ ダ ン ト

自動車排出ガス な どに含ま れる 窒素酸化物と炭化水素が紫外線に よ り 化学反応を起 し て生成され る

もので、 オ ゾ ン、 アルデ ヒ ド ( RCHO ) 、 パーオキシアセルナイ ト レ ー ト P/uV ( RC03 No2 ) な どの酸

化性物質を総称し た ものであ る 。 高濃度に な る と ス モ ッ グを形成 し 、 目やの どを刺激 し 、 呼吸困難を

引き起こす。 ま た植物な どに被害を与え る 。

塩 化 水 素 鮒C I )

大気汚染防止法で定め られた有害物質の一つであ る 。 廃棄物の中の塩化 ビ ーールな どの塩化物が燃

焼す る と き に発生 し、 水と反応 して塩酸を生成 し 、 炉の 内部や煙突な どを腐食する 。

窒素酸化物 Cvox )

窒素酸化物は石油、 ガス等燃料の燃焼に よ っ て発生し . 発生源は工場、 自動車、 家庭の厨房施設篭炭

多種多様であ る 。 一酸化窒素 ( NO )、 二酸化窒素 ( N02)、 無水亜硝酸 ( N 2 0 8) 、 亜酸化窒素( N 2 0 ノ リ

等な ど窒素酸化物の形態は多種多様であ るが、 大気中に存在するのは主に一酸化窒素と二酸化窒素で

あ る 。 こ れ ら は光化学オ キ シ ダ ン ト の原因物質の一つであ る 。

ば い じ ん

石油や石炭等燃料の燃焼に伴い発生す るすす等の未燃焼固体粒子をい う 。

粉 じ ん

大気汚染防止法では、 物の破砕~ 選別その他の機械的処理又はたい積に伴い発生 し 、 又は飛散す る

物質をい う 。
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【 騒音 ･ 振動 悪臭 】

暗 騒 音

あ る場所で特定の音を対象と して評価する場合に、 対象とす る音以外の音を、 対象音に対 し暗騒音

と い う 。

騒音 レベル

J I S に規定され る騒音。十で測定 して得 られる ホ ン 、 又はd B ( ブシベル ) 数であ り 、 騒音の大き さ

を表わす ものであ る 。 一般に は騒音。十の聴感補正回路A特性で測定 し た値をホ ン、 又はdB(A添表わす。

騒音の規制基準等はすべて騒音 レベルに よ る 。

振動 レベル

振動の加速度をブシベル( dB ) で表わ し た加速度 レベルに振動感覚補正を加えた もので、 単位と し

ては、 デ シベル( dB )が用 い られる 。 通常振動感覚補正回路を もつ公害用振動。ヤこ よ り 測定 した値で

◆ あ る 。
悪 臭 物 質

悪臭防止法では 、 現在次の 8 物質を悪臭物質 と して定めて規制 してい る 。

= ア ンモ ザア ( 柳13 ) ･刺激臭、 し尿臭

② 〆 チ ルメ ルカ ブ タ ン ( CH3 SH ) . タ マ ネ ギの腐敗臭

( 助 硫化水素 ( H2S ) ･卵の腐敗臭

( 4 ) 硫化メ チ ル ( ( CH3) 2 S ) …キ ャ ベ ツ の腐敗臭

( 5 ) ト リ メ チルア ミ ン ( ( CH3) 3N ) … …魚の腐敗臭

{ 鋤 二硫化メ チ ル ( ( CH3)2 S2) ･ ･ 一 ンニ ク の腐敗臭

( 7 ) ア セ ト アルブ ヒ ド ( CH3 CHO) … . .果実様刺激臭

解) ス チ レ ン ( 〔お橇鯏G12) ･ ポ リ エ チ レ ンな どの加工臭

官能試験法

悪臭の測定法に は、 機器分析法と官能試験法があ る 。 悪臭防止法に よ る悪臭規制は機器分析法に基

′ づ く 指定悪臭物質の規制基準を設定す る こ と で行われてい るが、 悪臭発生源及び複合臭な ど臭気物質

の多様化に対応 しえない状况が出てきてい る こ とか ら 、 官能試験に よ る悪臭測定が行われ始めた。 官

能試験法は嗅覚に基づき 、 悪臭の強さ を測定 し よ う とす る も ので、 通常、 悪臭を含んだ試料空気を無

臭空気で希釈 して、 に おわな く な る ま での希釈倍率で臭気の強さ と する ものであ る 。 三点比較式臭袋

法は こ の試験法の一つであ る 。

三点比較式臭袋法

悪臭濃度を測定する官能試験法の一つで、 臭い を含んだ空気袋 1 つ と無臭空気袋 2 つ と 。十 3 つの袋

を試験者 ( 6 人以上 ) にかがせ、 臭い を含んだ ものをあて る方法で、 3 つの袋を順次希釈して行き ~
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臭いがわか る限度の希釈倍率を確率的に求め~ それを も っ て臭気濃度とす る ものであ り ~ 機器分析法

に よ る 現在の特定物質に基づ く 規制 と異な り 、 どの よ う な臭気や業種に も適用でき る こ とか ら、 悪臭

規制法に も採用が見込ま れてい る 。

【 水 質 1

健 康 項 目

水質汚濁物質の中で、 人の健康に有害な もの と して定め られた項目であ る 。 こ れに は、 シア ン ~ 蓄

積性のあ る重金属類のカ ド ミ ウ ム ~ 水銀~ 鉛~ ク ロ ム な ど~ ま た、 科学技術の進歩で人工的に作り 出

し た物質~ 例えばPCB な どがあ る 。

環境中の濃度に ついては、 人の健康の保護に関す環境基準に よ り物質ごと に定め られてい る 。

工場な どから の排水中に含ま れる有害物質の量は~ 物質の種類ごと に排水基準と して排出許容限度

が定め られてい る 。

生活環境項目 ◎
水質汚濁物質の中で、 生活環境に悪環努響を及ぼすおそれのあ る もの と して定め られた項 目 をいい

現在~ p鼠 D0 、 BOD 、 COD 、 S S 、 大腸菌群数などが定め ら れてい る 。

環境基準は、 河川、 湖沼、 海域別に 、 水道、 水産、 農業用水、 工業用水、 水浴な どの利用 目的に適

応 し た類型に よ って基準が定め られ、 排水基準も健康項目 と 同様に項目別に定め ら れてい る 。

PH (ぺ- ′ 、- )

pH と は~ 水素イ オ ン濃度を示す尺度で、 中性の水ではPH 7 、 酸性に な る と 7 よ り も小さ く 、 アルカ

リ 性溶液では 7 よ り も大き く な る 。 例えば、 牛乳は弱い酸性で、 PH 6 程度~ 石けん液は弱い アルカ リ

性で、 PH 8 から 9 程度であ る 。 試験紙の色やガフ ス電極PHメ ー タ ー な どで測定す る 。 水質関係では~

生活環境項目の一つ と さ れてい る 。

BOD QB l o chemi ca l o刈gen Dema囮 )

BOD と は、 生物化学的酸素要求量の こ とで生活環境項目 の一つであ る 。 河川水や工場排水、 下水

などの汚濁の程度を示す もので水の中に含ま れる有機性物質が一定時間 、 一定温度の も と で微生物に4Nミ
　

よ っ て生物化学的に酸化さ れる と き に消費さ れる酸素の量をいい、 単位はmg/ “ で表示さ れる 。

BOD値が高い こ と は 、 その排水中に分解されやすい有機物が多い こ と を意味 し 、 河川の汚濁の指

標と さ れる 。

COD (C he m i c a l o対禦n De m鐺d )

COD と は 、 化学的酸素要求量の こ と で生活環境項目 の一つであ る 。

水中の有機物その他被酸化性物質を酸化剤で酸化 し 、 残っ た酸化剤の量か ら消費さ れた酸素量を算

出 し、 mg/ “ で表示す る 。

酸化剤 ( 通常過マ ンガン酸カ リ ウ ム を使用 ) に よ る酸化は、 有機物と無機性被酸化物と を区別す る
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こ とができ ない こ と な どか ら 、 BOD と 異 っ た値を示すが 湖沼や海域の有機汚濁の指標と して利用

されてい る 。

SS (S LS鵬麗ed So l i d )

S S と は、 浮遊物質の こ と であ る 。 生活環境項目の一つであ り 、 水中 に懸濁 してい る 固体や浮遊固

形物をい う が ろ過や遠心分離に よ っ て分け られる 。 単位はmg/ “ で表示さ れる 。 S S は水の濁 り の

原因にな る も ので、 水質汚濁の指標と な る 。

D0 ( D i soMd oxy僕n )

D 0 と は、 水中に溶け こ んでい る酸素 ( 溶存酸素 ) こ とで、 単位 は mg/ “で表示さ れる 。 清水

中に は普通 7 か ら 1 4 mg/ “程度あ るが、 汚染さ れ、 有機物魔物; く な ると汚濁物質が酸素を消費す る た

め溶存酸素量は減少す る 。

水の 自浄作用や水中生物の生存に は欠 く こ と ができ ない

大腸菌群数

大腸菌群数と は 、 生活環境項目の一つ と して~ 水の汚濁、 特に人畜の排せつ物な どに よ る汚れを知

る尺度と して用い られる 。

人畜の腸内 に寄生する細菌な どを総称 して大腸菌 と い う が 、 大腸菌の数が多い と他の有害細菌 も

多 く な る疑いがあ る 。 検査は、 大腸菌群と して行い 河川水な どでは 1oo j リ ン ト ル中の群数を確

率的に求めた もの ( MPN=Mos t P ro顔b l e Nmrber ) と して表示す る 。

n 一 ヘキサ ン抽出物質 G由分)

動植物油脂、 脂肪酸、 ワ ッ ク ス 、 グ リ ー ス 、 石油系炭イ玖水素な ど油分の総称であ る 。 海水や工場排

水などを n -ヘキサ ンで抽出 し 、 n - ヘキサ ン可溶性物質 と して定量 して、 mg/ “で表わす。

有機汚濁物質

有機汚濁物質と は 、 工場、 事業場排水は も と よ り 、 一般家庭か ら排出される し尿や雑排水などに多 く

含ま れてい る物質で~ 一般的には腐敗す る よ う な物質あ る いは燃え る よ う な物質を有機物質と い って

い る 。

養 塩 類

植物プ フ ン ク ト ン な どが増殖す る ため に必要な物質で窒素 、 り ん 、 け い素等の塩類の総称であ る 。

こ れ ら の う ち 、 窒素 と り んにつ いては全窒素、 全 り ん と して湖沼の環境基隼項目 と さ れてい る 。

G 栄

【地 盤 沈 下 1

水 準 点

土地の標高を表わす標石で、 水準測量の基隼と して用い られてい る 。 地盤の変動状況を測定す る に

は、 この水隼点を用い 標高の変化を精密水準測量に よ っ て測 り 、 変動 を出す。
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精密水準測量

最も精度の高い水隼測量で、 地盤沈下や地殻変動等の凋査のため に実施される 。 精密 レベルと精密

標尺を用い 誤差ができ るだけ消去さ れ る よ う に 、 ま た 、 最 も小さ く な る よ う な測定方法がと られて

い る 。

沖 積 層

い ま か ら 1 万年前か ら現在に至 る ま でたい積 して き た地層で~ 河川の流域や海岸沿いの低地に分布

し てい る 。 粘土 ･ シル ト 等で構成されてい る 。

鳥取平野の代表的な地層構成の 不実式図は下図の と お り であ る 。
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